





























 『柳田村 30 年のあゆみ』（2005 年）によると、ブルーベリー栽培が旧柳田村で始ま
ったのは昭和 58（1983）年、柳田村商工会長や農協組合長を務めた駒寄孝造さんが旗
振り役となったという。ブルーベリーの本格的な栽培が始まったのは 1989 年。2005 年








 平成 3 年（1991）に柳田村ブルーベリー協会が発足。5 年（1993）には植物公園で
「全国ブルーベリー祭」、16 年（2004）6 月には日本ブルーベリー協会発足 10 週年を
記念した産地シンポジウム「ブルーベリーin やなぎだ」が開催され、旧柳田村は県内外
から「ブルーベリーの里」として知られるようになった。  
 また、浦山（2016：35）によると、旧柳田村では約 90 軒の農家がブルーベリーを行
っている（2015 年時点）。ブルーベリーは手摘みでの収穫が大変であるため、一人が栽
培できるのは 100～150 本である。一人一人の栽培面積の平均は約 80a である。最大の





















本）・天坂地区（116 本）・神和住地区（110 本）と続いていく。 
このグラフは個人農家のみでの栽培本数であり、これに植物公園と柳田食産での栽培
本数を合わせると、上町全体で 2,941 本が栽培されていた。 
 続いて、旧柳田村全体における上町地区の栽培状況を見る。上町地区（天坂、上町、
五郎左エ門分、合鹿、中斉、神和住の合計。グラフ左上）は、個人農家では全体の約 11%、
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 A さん（中斉、男性、74 歳）から伺ったお話と柳田食産ホームページを参照すると、
上町地区におけるブルーベリー栽培の 1 年のスケジュールは以下の通りとなる。 
 1 月～2 月…休眠期。落葉して枯れ木状態で冬を過ごす。 
 3 月…吸水を開始し、発芽。 
 4 月…葉が茂ってくる。 
 5 月…花を咲かせる。花は白色や、品種によってはピンク色のものがある。 
草刈りをして、虫や鳥を避けるための網をかける。 
 6 月…葉の茂りが終わり、花が結実してくる。 
 7 月…ハイブッシュ系の品種は収穫期を迎え、のとベリーのブルーベリー園でも摘み




ち、200 箱（1 箱 1kg、天候によって量の変化あり）を出荷する。出荷は 8 月
末には終了する。その他、友人や子どもたちに分ける分もある。 
 8 月～9 月…ハイブッシュ系より少し遅れて、ラビットアイ系が収穫期を迎える。 
 10 月…枝の剪定をして、土壌に肥料をまく。 

















当目 モデル農場 大箱 黒川 五十里 柳田
石井 国光 鴨川 長尾 鈴ケ嶺 桐畑















ブルーベリー研究会にて発行された資料によると、資料肥料は 1 ヶ月に 1 度の割合
で施用し（年 6～7 回程度）、株元より 30cm 以上はなれて施肥する。肥料には、ブルー
ベリー専用に作られた肥料である「ブルーベスト」の他、通常は野菜専用肥料として使






また、6 月中旬までに有機物を使用したマルチングを行う。マルチの厚さは 10cm 以
上にすること。材料費の軽減のため、材料としてモミガラ、バーク、稲藁などを使用す

















の厚さ 1cm、幅は 1.5cm、長さ 5cm 以内。使用量に関しては、新規植栽園は畑地、開
発地では厚さ 50cm、水田転換園では根腐防止のため 70cm 程度。既設管理園はマルチ
資材としての使用（補充含む）は既設敷厚を含め株元より地上 15cm 以内、畝間投入資




















7 月から 8 月中旬にかけて収穫でき、能登町ではパトリオット・デューク・エリオット
など 31 品種が栽培されている。 
ラビットアイブルーベリーは温暖地に向き、樹の高さは 3m ほどになる。中玉品種で
果皮がやや固いが、糖度があり加工品に向いている品種。能登町柳田地域では、8 月か











10～15 年は同じチップを使い続けることができるという。  







 聞き取りにて伺った話によると、平成 27（2015）年時点で、組合員数は 90 戸、町内
栽培面積は 12.2ha、植栽本数は 13,000 本（組合未加入者を含むと 15,000 本）、年間生
産量は 25t である。組合員の年代は 40 歳代が 2％、50 歳代が 9％、60 歳代が 40％、
70 歳代が 36％、80 歳代が 13％となっている。ブルーベリー生産組合には旧柳田村の





組んでいる。生産者には補助金が出るので、苗木を 1 本 3,000 円で買うことができ、1











 また、B さん（上町、男性、64 歳）の話では、通年の活動内容として毎年 4 月に行
われる春の剪定講習会、6 月初め実の状況確認、柳田食産からの注意事項の確認等を行
う出荷会議、6 月 20 日頃から行う収穫を経て、10 月頃に虫害など、その年の収穫を振
り返る出荷反省会、11 月頃の秋の剪定講習会がある。春と秋の剪定講習会に関しては、
講師に田原義明さんを招いて行う。 
















イブッシュブルーベリー、ラビットアイブルーベリーの 3 種をかけあわせて作った 20
種のブルーベリーを試験中。試験は木が成長するまでの 4～5 年と、結果が出るまでの
4～5 年の合わせて 10 年ほどかかる。この試験結果が良ければ、新しい品種を農家に進
める予定である。 

















の選別で約 100kg を選別、夜 2 時までかかる場合もある。昨年は 18t を集荷したが、
























ら 3 回行う。 
7．貯蔵 












A さん（中斉、男性、74 歳） 写真 1 ブルーベリーワイン 2016 年 8 月筆者撮影 
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 栽培を始めたのは 1999 年頃で、人にすすめられたことがきっかけで始めた。モデル
農場が農家に行った募集に参加、水田を埋めてモデル農場の職員にブルーベリーの樹を
植えてもらった。もらった苗を挿し木で増やし、実が安定してできるようになるまでに
3 年かかった。5 年目がいい出来だった。最初に 200 本の樹をもらったが、管理が大変
で、木が枯れてしまったため今は減少している。米と違って、柳田村のなかで前例のな
いスタートに不安を感じていたが、今は慣れた。 








































そしてさらに、平成 16（2004）年の第 10 回全国産地シンポジウム「ブルーベリーin
能登半島」開催、平成 24（2012）年の全国産地シンポジウム in 秋田や MRO 旅フェス
タといったイベントへの参加など、新たに「ブルーベリー産地としての能登町の発信」
という局面を迎えているように思われる。柳田食産における新商品の開発や通信販売も
行われ、能登以外の人々へとブルーベリーを広めるための尽力がなされており、能登ブ
ルーベリーのブランディング化に向けて展開が進められている。 
今後のブランディング化のさらなる発展において、新商品開発とともに新種ブルーベ
リー開発は重要な役割を果たすことになるだろう。能登にしかないブルーベリーが生ま
れ、ブルーベリーの産地として大きく発展することが望まれる。 
 
7．おわりに 
 本章では、柳田におけるブルーベリー栽培の歴史・現状について述べてきた。農家の
方々からお話を伺った際に感じたこととして、ブルーベリーが上町の暮らしに違和感な
く溶け込み、大きな存在となっているということである。稲作が主だった上町地区にお
いて、しかも日本においても前例のない作物を育てることには農家の方々にも多大な苦
労があったかと思われるが、現在は地区の特産品として地域に根づいている。これには、
様々な人物や組織の尽力があってのことだと強く感じた。 
 最後に、お忙しい中調査に協力してくださった上町地区の皆様に感謝を申し上げます。
ご協力いただき、本当にありがとうございました。 
 
  
